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1. 問題意識 
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問題意識 
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問題意識 既存研究レビュー 仮説の提唱 実証分析 考察 まとめ 
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問題意識 既存研究レビュー 仮説の提唱 実証分析 考察 まとめ 

おたくの愛好する 
製品が大衆化し、 

多くの人に消費される 
ようになってきた。 
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問題意識 
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問題意識 既存研究レビュー 仮説の提唱 実証分析 考察 まとめ 

前田敦子を選挙で 
１位にするんだ！ 
何枚でも買ってやる！ 

AKBの新しい 
CDが出た！ 
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問題意識 既存研究レビュー 仮説の提唱 実証分析 考察 まとめ 

あっちゃんと握手したいし、 
２、３枚くらい 
買おうかな。 
 

AKBの新しい 
CDが出た！ 
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問題意識 
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おたくと非おたくの間には… 

あそこまでゕ゗ドルを 
好きだなんて理解でき 
ないわ。気持ち悪い… 
 
 

問題意識 既存研究レビュー 仮説の提唱 実証分析 考察 まとめ 

非おたく 
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問題意識 既存研究レビュー 仮説の提唱 実証分析 考察 まとめ 

同じおたく同士でも… 

あんなに大金費やす 
なんてバカみたい… 
あそこまでいきたく 
ないや。 

あいつみたいな中途半端 
なやつ認めないぞ！ 
あいつとは一緒に 
されたくない！ 
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問題意識 
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問題意識 既存研究レビュー 仮説の提唱 実証分析 考察 まとめ 

同じおたく同士でも… 

 

多様化したおたく同士、 
あるいはおたくと非おたくとの間には 

購買行動を巡って、 

相互作用があるはずだ！ 
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2. 既存研究レビュー 
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既存研究レビュー 
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問題意識 既存研究レビュー 仮説の提唱 実証分析 考察 まとめ 

野村総研（2005）       『オタク市場の研究』 

森川 嘉一郎（2008）     『趣都の誕生―萌える都市ゕキハバラ』 

折原 由梨（2009）      「おたくの消費行動の先進性について」 

田川 隆博（2009）      「オタク分析の方向性」 

2005年 

2010年 

2000年 

岡田 斗司夫（2000）     『おたく学入門』 

齋藤 環（2000）       『戦闘美少女の精神分析』 

東 浩紀（2001）       『動物化するポストモダン―オタクから見た日本社会』 

 

小野 晃典（2010）      「ホビー市場における消費者行動と社会的相互作用」 

おたく研究の系譜 
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問題意識 既存研究レビュー 仮説の提唱 実証分析 考察 まとめ 

野村総研（2005）       『オタク市場の研究』 

森川 嘉一郎（2008）     『趣都の誕生―萌える都市ゕキハバラ』 

折原 由梨（2009）      「おたくの消費行動の先進性について」 

田川 隆博（2009）      「オタク分析の方向性」 

2005年 

2010年 

2000年 

岡田 斗司夫（2000）     『おたく学入門』 

齋藤 環（2000）       『戦闘美少女の精神分析』 

東 浩紀（2001）       『動物化するポストモダン―オタクから見た日本社会』 

 

小野 晃典（2010）      「ホビー市場における消費者行動と社会的相互作用」 

おたく研究の系譜 

 

おたく間の相互作用はおろか、 
おたくが多様化している現状さえ 

描写できていない！ 



小野晃典研究会 

既存研究レビュー 

14 

問題意識 既存研究レビュー 仮説の提唱 実証分析 考察 まとめ 

 ホビー消費者とは？ 
 

々日用品カテゴリーとは違い高関与少数派のみに購買されるホビー製品 
 （例えば、電子部品、ゕ゗ドルグッズ、ゕニメ、コミック、プラモデル、 
 鉄道模型）を消費する。 
々社会の多数派から無理解にさらされ、ときには異様と見なされたり軽蔑され 
 たりする。 

小野（2010）のホビー消費者研究 
 

小野（2010）は、Rogersの゗ノベーション普及研究の観点から一般的に
おたくと呼ばれる人々をホビー消費者と称し、彼らをいくつかの採用者
カテゴリーに分類した。 
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既存研究レビュー 
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問題意識 既存研究レビュー 仮説の提唱 実証分析 考察 まとめ 

#3『フゔン』 

#2『マニゕ』 

#1『オタク』 

#4『非採用多数派』 

採用者カテゴリーの分類 
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既存研究レビュー 

16 

問題意識 既存研究レビュー 仮説の提唱 実証分析 考察 まとめ 

#3『フゔン』 

#2『マニゕ』 

#1『オタク』 

#4『非採用多数派』 

採用者カテゴリーの分類 

#1『オタク』 

特徴 

【購買行動】 
日用品にあてる費用を
削ってでもホビー製品
を購買する。 
 

【他者との関係性】 
他のホビー消費者との
相 互 交 流 が 少 な く 、 
無理解に晒されている。 別に他人から気持ち

悪がられてもいいや。 

「けいおん！」の
映画、今日１日で
３回見るぞー！ 
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既存研究レビュー 
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問題意識 既存研究レビュー 仮説の提唱 実証分析 考察 まとめ 

#3『フゔン』 

#2『マニゕ』 

#1『オタク』 

#4『非採用多数派』 

採用者カテゴリーの分類 

#2『マニゕ』 

特徴 

【購買行動】 
日用品にあてる費用を
削ってでもホビー製品
を購買する。 
 

【他者との関係性】 
積極的に情報発信する
オピニオン・リーダー
であり、「フゔン」の 
尊敬対象である。 

「けいおん！」 
今日から上映だよ！ 

「けいおん！」の
映画、何回でも見
たい！ 
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既存研究レビュー 
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問題意識 既存研究レビュー 仮説の提唱 実証分析 考察 まとめ 

#3『フゔン』 

#2『マニゕ』 

#1『オタク』 

#4『非採用多数派』 

採用者カテゴリーの分類 

#3『フゔン』 

特徴 

【購買行動】 
日用品にあてる費用を
削ってまでホビー製品
を購買しない。 
 

【他者との関係性】 
「 マ ニ ゕ 」 の 関 与 や 
知識に憧れているため、 
「マニゕ」に追随しよ
うとする。 

映画今日からなんだ！
知らなかった！ 

「けいおん！」の
映画、１回見れれ
ばいいかな。 
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既存研究レビュー 

19 

問題意識 既存研究レビュー 仮説の提唱 実証分析 考察 まとめ 

#3『フゔン』 

#2『マニゕ』 

#1『オタク』 

#4『非採用多数派』 

採用者カテゴリーの分類 

#4『非採用多数派』 

特徴 

ホ ビ ー 製 品 に 対 し て 
無理解であり、異様と
みなしたり、軽蔑した
りする。 

ホビー消費者 

オタクなんて気持ち
悪い…なんであんな
に必死なんだろう？ 
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既存研究レビュー 
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問題意識 既存研究レビュー 仮説の提唱 実証分析 考察 まとめ 

 

個人的価値 

 

社会的価値 

によって規定されるのでは？ 

理解してくれる 
仲間もいる！ 

世間の目は厳しい… 
けいおん!が好きだ！ 

ホビー消費者の購買行動は… 
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既存研究レビュー 
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個
人
的
価
値 

行動に対する態度 

行動意図 

主観的規範 

 

社
会
的
価
値 

当事者にとって重要な他者に
よって形成される、当事者の 
行動に対する評価を、当事者 
自身が知覚する度合い。 

当事者自身がその行動をとる 
ことを望ましいと思うかどうか
という基準。 

Ajzen & Fishbein（1975）の合理的行為理論モデル 

問題意識 既存研究レビュー 仮説の提唱 実証分析 考察 まとめ 
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問題意識 既存研究レビュー 仮説の提唱 実証分析 考察 まとめ 

でも、彼は 
どう思うのかな？
きっと気に入って 

くれるはず！ 

このワンピース 
かわいい！ 

買いたいな！ 

よし！ 
買おう♪ 

行動に対する態度 

主観的規範 

行動意図 
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3. 仮説の提唱 
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仮説の提唱 
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問題意識 既存研究レビュー 仮説の提唱 実証分析 考察 まとめ 

 

これらの研究を援用して、 
多様化したオタクの間に存在する 
社会的相互作用を解明する！ 

 

ホビー消費者研究 

非採用多数派 フゔン 

オタク マニゕ 

 

合理的行為理論 

行動に対する
態度 

行動意図 

主観的規範 
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仮説の提唱 
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問題意識 既存研究レビュー 仮説の提唱 実証分析 考察 まとめ 

①ホビー消費者研究 
②合理的行為理論 

２つの研究の課題を 
克服しよう！ 
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仮説の提唱 

26 

問題意識 既存研究レビュー 仮説の提唱 実証分析 考察 まとめ 

フゔン 
非採用 
多数派 

オタク マニゕ 

採用者カテゴリーの再検討 
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仮説の提唱 
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問題意識 既存研究レビュー 仮説の提唱 実証分析 考察 まとめ 

フゔン 
非採用 
多数派 

オタク マニゕ 

採用者カテゴリーの再検討 

ちょっと待った！ 
ホビー消費者って 
本当にそれだけ…？ 
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仮説の提唱 

28 

問題意識 既存研究レビュー 仮説の提唱 実証分析 考察 まとめ 

例えば… 
大衆化したゕニメを 
好むホビー消費者 

非採用多数派 

みんな結構見てるよね。 
嫌な゗メージはないわ。 

採用者カテゴリーの再検討 
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仮説の提唱 
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問題意識 既存研究レビュー 仮説の提唱 実証分析 考察 まとめ 

例えば… 世間から 
認められている 
ホビー消費者 

非採用多数派 

ホビー消費者だけど、 
可愛いし、憧れる！ 

しょこたん 

採用者カテゴリーの再検討 
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問題意識 既存研究レビュー 仮説の提唱 実証分析 考察 まとめ 

 

「非採用多数派」からも 
いくらか支持を得ている 
ホビー消費者も存在する！ 
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仮説の提唱 
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問題意識 既存研究レビュー 仮説の提唱 実証分析 考察 まとめ 

 

「非採用多数派」からも 
いくらか支持を得ている 

ホビー消費者 

「ちょいオタ」 
と命名！ 

採用者カテゴリーの再検討 
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仮説の提唱 
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問題意識 既存研究レビュー 仮説の提唱 実証分析 考察 まとめ 

【他者との関係性】 
「非採用多数派」の評価を
重要視する。 

世間の人は私のこと
をどう思っているの
かしら…？ 

ちょいオタ 非採用多数派 

採用者カテゴリーの再検討 
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仮説の提唱 
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問題意識 既存研究レビュー 仮説の提唱 実証分析 考察 まとめ 

オタク マニゕ フゔン 
ちょい
オタ 

非採用
多数派 

 

本論では、 
これらを採用者カテゴリーとして想定する。 

採用者カテゴリーの再検討 
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仮説の提唱 
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問題意識 既存研究レビュー 仮説の提唱 実証分析 考察 まとめ 

行動に対する態度 

主観的規範 

行動意図 

 

他者から受ける影響を、  
主観的規範という一元的
な概念に縮約している！ 

合理的行為理論モデルの再検討 
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仮説の提唱 
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問題意識 既存研究レビュー 仮説の提唱 実証分析 考察 まとめ 

 

購買行動に対する評価は 
採用者カテゴリーによって異なる。 

ちょいオタ 

オタク 

マニア 

ファン 

中途半端な 
買い方しや 
がって… 

あんなの買う 
なんてすげぇ！ あそこまでいくと 

引いちゃうなぁ… 

フゖギュゕ 
買ったぞ！ 
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仮説の提唱 
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問題意識 既存研究レビュー 仮説の提唱 実証分析 考察 まとめ 

ホビー製品 
に対する態度 

「オタク」 
による主観的規範 

「マニゕ」 
による主観的規範 

「フゔン」 
による主観的規範 

「ちょいオタ」 
による主観的規範 

「非採用多数派」 
による主観的規範 

ホビー製品購買意図 

このモデルを元に 
仮説を提唱する！ 
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仮説の提唱 
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問題意識 既存研究レビュー 仮説の提唱 実証分析 考察 まとめ 

フゔン 

マニゕ オタク 

ちょいオタ 

ホビー製品購買意図 

ホビー製品 
に対する態度 （+） 

「オタク」 
による主観的規範 

（+） 

「マニゕ」 
による主観的規範 

（−） 

「フゔン」 
による主観的規範 

（−） 

「ちょいオタ」 
による主観的規範 

（−） 

「非採用多数派」 
による主観的規範 

（−） 

ホビー製品購買意図 

ホビー製品 
に対する態度 

（+） 

「オタク」 
による主観的規範 （−） 

「マニゕ」 
による主観的規範 

（+） 

「フゔン」 
による主観的規範 

（+） 

「ちょいオタ」 
による主観的規範 

（−） 

「非採用多数派」 
による主観的規範 

（−） 

ホビー製品購買意図 

ホビー製品 
に対する態度 （+） 

「オタク」 
による主観的規範 

（−） 

「マニゕ」 
による主観的規範 

（−） 

「フゔン」 
による主観的規範 

（+） 

「ちょいオタ」 
による主観的規範 

（−） 

「非採用多数派」 
による主観的規範 

（−） 

ホビー製品購買意図 

ホビー製品 
に対する態度 （+） 

「オタク」 
による主観的規範 

（−） 

「マニゕ」 
による主観的規範 

（−） 

「フゔン」 
による主観的規範 

（−） 

「ちょいオタ」 
による主観的規範 

（+） 

「非採用多数派」 
による主観的規範 

（+） 
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4. 実証分析 
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実証分析 
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問題意識 既存研究レビュー 仮説の提唱 実証分析 考察 まとめ 

 確認的因子分析（予備分析） 
 

１つの因子（潜在変数）にとっての 
測定尺度として想定された複数の観測
変数に対して行う因子分析。  

 重回帰分析（本分析） 

複数の原因変数（独立変数）と１つの
結果変数（従属変数）の間の仮説化 
された因果的関係を示す回帰係数を 
同時推定する回帰分析。  

 調査対象 
 

慶應義塾大学の学部生369名。 

 

従属変数 

 

独立変数 

 

独立変数 

分析手法 
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実証分析 
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問題意識 既存研究レビュー 仮説の提唱 実証分析 考察 まとめ 

 観測変数 
 

独立変数（潜在変数）の代わりに観測する変数（調査票の質問項目）。 

 信頼性 
 

ある観測変数（群）が独立変数を測定する際に、どれだけ安定し一貫した結果が
得られるかを示す指標。 

 妥当性 
 

ある観測変数（群）が独立変数を測定する際に、どれだけ正確にその独立変数を
測定できているかを示す指標。 

 

本論で用いた観測変数は概ね 
高い信頼性々妥当性を有していることが示された！ 

（※補足１〜４参照） 

観測変数と信頼性々妥当性 
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実証分析 
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問題意識 既存研究レビュー 仮説の提唱 実証分析 考察 まとめ 

重回帰分析の結果（オタク） 重回帰分析の結果（マニゕ） 

ただし、**は1％で有意、*は5%水準で有意。
n.s. は 非 有 意。 モ デ ル 全 体の F 値 〆10.01
（1%水準で有意）、決定係数R2〆0.59、 
自由度調整済決定係数R2:0.53、n=49 

ただし、**は1％で有意、*は5%水準で有意。
n.s.は非有意。モデル全体のF値〆39.32
（1%水準で有意）、決定係数R2〆0.74、 
自由度調整済決定係数R2:0.72、n=85 

0.48** 

0.29* 

−0.32* 

n.s. 

n.s. 

n.s. 

ホビー製品 
に対する態度 

「オタク」 
による主観的規範 

「マニゕ」 
による主観的規範 

「フゔン」 
による主観的規範 

「ちょいオタ」 
による主観的規範 

「非採用多数派」 
による主観的規範 

ホビー製品購買意図 

0.51** 

n.s. 

−0.31* 

0.18** 

0.27** 

n.s. 

ホビー製品 
に対する態度 

「オタク」 
による主観的規範 

「マニゕ」 
による主観的規範 

「フゔン」 
による主観的規範 

「ちょいオタ」 
による主観的規範 

「非採用多数派」 
による主観的規範 

ホビー製品購買意図 
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問題意識 既存研究レビュー 仮説の提唱 実証分析 考察 まとめ 

重回帰分析の結果（フゔン） 重回帰分析の結果（ちょいオタ） 

ただし、**は1％で有意、*は5%水準で有意。
n.s. は 非 有 意。 モ デ ル 全 体の F 値 〆38.50
（1%水準で有意）、決定係数R2〆0.75、 
自由度調整済決定係数R2:0.73、n=91 

ただし、**は1％で有意、*は5%水準で有意。
n.s.は非有意。モデル全体のF値〆14.70
（1%水準で有意）、決定係数R2〆0.49、 
自由度調整済決定係数R2:0.45、n=109 

ホビー製品 
に対する態度 

「オタク」 
による主観的規範 

「マニゕ」 
による主観的規範 

「フゔン」 
による主観的規範 

「ちょいオタ」 
による主観的規範 

「非採用多数派」 
による主観的規範 

ホビー製品購買意図 

0.77** 

n.s. 

−0.26** 

−0.42** 

0.21** 

0.19** 

ホビー製品 
に対する態度 

「オタク」 
による主観的規範 

「マニゕ」 
による主観的規範 

「フゔン」 
による主観的規範 

「ちょいオタ」 
による主観的規範 

「非採用多数派」 
による主観的規範 

ホビー製品購買意図 

0.50** 

n.s. 

0.27** 

n.s. 

−0.32** 

0.24** 
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問題意識 既存研究レビュー 仮説の提唱 実証分析 考察 まとめ 

フゔン 

マニゕ オタク 

ちょいオタ 

ホビー製品購買意図 

ホビー製品 
に対する態度 

  0.48** 

「オタク」 
による主観的規範 

  0.29* 

「マニゕ」 
による主観的規範 

  n.s. 

「フゔン」 
による主観的規範 

  n.s. 

「ちょいオタ」 
による主観的規範 

  n.s. 

「非採用多数派」 
による主観的規範 

 −0.32* 

ホビー製品購買意図 

ホビー製品 
に対する態度 

  0.51** 

「オタク」 
による主観的規範 

  n.s. 

「マニゕ」 
による主観的規範 

  0.18** 

「フゔン」 
による主観的規範 

  0.27** 

「ちょいオタ」 
による主観的規範 

  n.s. 

「非採用多数派」 
による主観的規範 

 −0.31* 

ホビー製品購買意図 

ホビー製品 
に対する態度 

  0.77** 

「オタク」 
による主観的規範 

  n.s. 

「マニゕ」 
による主観的規範 

 −0.42** 

「フゔン」 
による主観的規範 

  0.21** 

「ちょいオタ」 
による主観的規範 

  0.19** 

「非採用多数派」 
による主観的規範 

 −0.26** 

ホビー製品購買意図 

ホビー製品 
に対する態度 

  0.50** 

「オタク」 
による主観的規範 

  n.s. 

「マニゕ」 
による主観的規範 

  n.s. 

「フゔン」 
による主観的規範 

 −0.32** 

「ちょいオタ」 
による主観的規範 

  0.24** 

「非採用多数派」 
による主観的規範 

  0.27** 

 

「同カテゴリーによる主観的規範」は、「ホビー製品購買意図」に
正の影響を及ぼすという結果が得られた。 

 

「ホビー製品に対する態度」は、「ホビー製品購買意図」に正の 
影響を及ぼすという結果が得られた。 

けいおん！大好き♪ 
絶対グッズ買おう！ 

ホビー消費者の購買行動は、 
一般的な高関与消費者と同様に 
正の個人的価値を持っている！ 

同じ採用者カテゴリー内では、 
ホビー製品に対する価値を共有
している。 

仲間は僕のことを
ちゃんと理解して

くれている♪ 
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問題意識 既存研究レビュー 仮説の提唱 実証分析 考察 まとめ 

0.48** 

0.29* 

−0.32* 

n.s. 

n.s. 

n.s. 

ホビー製品 
に対する態度 

「オタク」 
による主観的規範 

「マニゕ」 
による主観的規範 

「フゔン」 
による主観的規範 

「ちょいオタ」 
による主観的規範 

「非採用多数派」 
による主観的規範 

ホビー製品購買意図 

オタク 
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問題意識 既存研究レビュー 仮説の提唱 実証分析 考察 まとめ 

0.48** 

0.29* 

−0.32* 

n.s. 

n.s. 

n.s. 

ホビー製品 
に対する態度 

「オタク」 
による主観的規範 

「マニゕ」 
による主観的規範 

「フゔン」 
による主観的規範 

「ちょいオタ」 
による主観的規範 

「非採用多数派」 
による主観的規範 

ホビー製品購買意図 

「オタク」は他の採用者カテゴリー 
との相互交流が少ない！ 

自分の購買行動に対する他の 
採用者カテゴリーからの評価を
「オタク」が予想することは 
困難である！ 

オタク 
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問題意識 既存研究レビュー 仮説の提唱 実証分析 考察 まとめ 

0.51** 

n.s. 

−0.31* 

0.18** 

0.27** 

n.s. 

ホビー製品 
に対する態度 

「オタク」 
による主観的規範 

「マニゕ」 
による主観的規範 

「フゔン」 
による主観的規範 

「ちょいオタ」 
による主観的規範 

「非採用多数派」 
による主観的規範 

ホビー製品購買意図 

マニゕ 
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問題意識 既存研究レビュー 仮説の提唱 実証分析 考察 まとめ 

0.51** 

n.s. 

−0.31* 

0.18** 

0.27** 

n.s. 

ホビー製品 
に対する態度 

「オタク」 
による主観的規範 

「マニゕ」 
による主観的規範 

「フゔン」 
による主観的規範 

「ちょいオタ」 
による主観的規範 

「非採用多数派」 
による主観的規範 

ホビー製品購買意図 

「フゔン」は「マニゕ」に 
追随しようとする！ 

尊
敬 

「フゔン」から尊敬されている
ことを知覚したうえでホビー 
製品を購買する！ 

俺のことを尊敬して 
いるヤツが 
いる♪ 

マニゕ フゔン 
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問題意識 既存研究レビュー 仮説の提唱 実証分析 考察 まとめ 

ホビー製品 
に対する態度 

「オタク」 
による主観的規範 

「マニゕ」 
による主観的規範 

「フゔン」 
による主観的規範 

「ちょいオタ」 
による主観的規範 

「非採用多数派」 
による主観的規範 

ホビー製品購買意図 

0.77** 

n.s. 

−0.26** 

−0.42** 

0.21** 

0.19** 

フゔン 
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問題意識 既存研究レビュー 仮説の提唱 実証分析 考察 まとめ 

ホビー製品 
に対する態度 

「オタク」 
による主観的規範 

「マニゕ」 
による主観的規範 

「フゔン」 
による主観的規範 

「ちょいオタ」 
による主観的規範 

「非採用多数派」 
による主観的規範 

ホビー製品購買意図 

0.77** 

n.s. 

−0.26** 

−0.42** 

0.21** 

0.19** 

「フゔン」と「ちょいオタ」はホビー
製品に対する価値観が似ている！ 

「ちょいオタ」から許容されて
い る こ と を 知 覚 し た う え で 
ホビー製品を購買する！ 

・ 

・ 

俺のこと良いと思っ 
てくれている 
「ちょいオタ」 
がいる！ 

フゔン ちょいオタ 
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問題意識 既存研究レビュー 仮説の提唱 実証分析 考察 まとめ 

ホビー製品 
に対する態度 

「オタク」 
による主観的規範 

「マニゕ」 
による主観的規範 

「フゔン」 
による主観的規範 

「ちょいオタ」 
による主観的規範 

「非採用多数派」 
による主観的規範 

ホビー製品購買意図 

0.77** 

n.s. 

−0.26** 

−0.42** 

0.21** 

0.19** 

「フゔン」は関与や知識において 
「マニゕ」より未熟である！ 

「マニゕ」から軽蔑されている
ことを知覚したうえでホビー 
製品を購買する！ 

「マニゕ」は僕の 
こと認めてくれてない 
だろうなぁ… 

フゔン マニゕ 
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問題意識 既存研究レビュー 仮説の提唱 実証分析 考察 まとめ 

ホビー製品 
に対する態度 

「オタク」 
による主観的規範 

「マニゕ」 
による主観的規範 

「フゔン」 
による主観的規範 

「ちょいオタ」 
による主観的規範 

「非採用多数派」 
による主観的規範 

ホビー製品購買意図 

0.50** 

n.s. 

0.27** 

n.s. 

−0.32** 

0.24** 

ちょいオタ 
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問題意識 既存研究レビュー 仮説の提唱 実証分析 考察 まとめ 

フゔン 

マニゕ オタク 

ホビー製品購買意図 

ホビー製品 
に対する態度 

  0.48** 

「オタク」 
による主観的規範 

  0.29* 

「マニゕ」 
による主観的規範 

  n.s. 

「フゔン」 
による主観的規範 

  n.s. 

「ちょいオタ」 
による主観的規範 

  n.s. 

「非採用多数派」 
による主観的規範 

 −0.32* 

ホビー製品購買意図 

ホビー製品 
に対する態度 

  0.51** 

「オタク」 
による主観的規範 

  n.s. 

「マニゕ」 
による主観的規範 

  0.18** 

「フゔン」 
による主観的規範 

  0.27** 

「ちょいオタ」 
による主観的規範 

  n.s. 

「非採用多数派」 
による主観的規範 

 −0.31* 

ホビー製品購買意図 

ホビー製品 
に対する態度 

  0.77** 

「オタク」 
による主観的規範 

  n.s. 

「マニゕ」 
による主観的規範 

 −0.42** 

「フゔン」 
による主観的規範 

  0.21** 

「ちょいオタ」 
による主観的規範 

  0.19** 

「非採用多数派」 
による主観的規範 

 −0.26** 

「ちょいオタ」以外のモデル
では、「非採用多数派による
主 観 的 規 範 」 は 、 「 ホ ビ ー 
製品購買意図」に負の影響を
及ぼすという結果が得られた。 
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問題意識 既存研究レビュー 仮説の提唱 実証分析 考察 まとめ 

ホビー製品 
に対する態度 

「オタク」 
による主観的規範 

「マニゕ」 
による主観的規範 

「フゔン」 
による主観的規範 

「ちょいオタ」 
による主観的規範 

「非採用多数派」 
による主観的規範 

ホビー製品購買意図 

0.50** 

n.s. 

0.27** 

n.s. 

−0.32** 

0.24** 

「ちょいオタ」は「非採用多数派」 
の評価を重要視する！ 

「非採用多数派」から受容され
ていることを知覚したうえで 
ホビー製品を購買する！ 

良いと思うよ！ 

「非採用多数派」は 
私のこと良いと 
思ってくれてる！ 

ちょいオタ 非採用多数派 
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問題意識 既存研究レビュー 仮説の提唱 実証分析 考察 まとめ 

ホビー製品 
に対する態度 

「オタク」 
による主観的規範 

「マニゕ」 
による主観的規範 

「フゔン」 
による主観的規範 

「ちょいオタ」 
による主観的規範 

「非採用多数派」 
による主観的規範 

ホビー製品購買意図 

0.50** 

n.s. 

0.27** 

n.s. 

−0.32** 

0.24** 

「ちょいオタ」は「フゔン」と異なり、 
「マニゕ」に追随しようとしない！ 

「フゔン」から軽蔑されている
ことを知覚したうえでホビー 
製品を購買する！ 

「フゔン」は 
私のこと悪く 
思っているん 
だろうなぁ… 

フゔン ちょいオタ 
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問題意識 既存研究レビュー 仮説の提唱 実証分析 考察 まとめ 

にわか乙ｗ 

非採用多数派 

ちょいオタ オタク 

マニゕ フゔン 
やっぱり 
話合うな！ 

正の感情 

負の感情 

キモッ… 別に良いん 
じゃない？ 

ネ申！！ 
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6. まとめ 
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問題意識 既存研究レビュー 仮説の提唱 実証分析 考察 まとめ 

その1 
 

「オタク」は、他のホビー消費者の行動規範の形成に寄与せず、他の 
ホビー消費者も「オタク」の行動規範の形成に寄与しない！ 

孤立… 

その2 
 

「マニゕ」と「フゔン」、「フゔン」と「ちょいオタ」の間にそれぞれ
相互作用が見出された！ 

オタク 

フゔン マニゕ ちょいオタ 

学術的含意 
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問題意識 既存研究レビュー 仮説の提唱 実証分析 考察 まとめ 

 

特定の採用者カテゴリーに働きかけることによって、 
他のホビー消費者のホビー製品購買を促進できる。 

企業は「先行発売」を積極的に利用すべき！ 

「けいおん！」の 
先行試写会を開催！ 

マニゕ オタク 

先行試写会で 
絶対見る！ 

先行試写会に来るような人たち… 

実務的含意 
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問題意識 既存研究レビュー 仮説の提唱 実証分析 考察 まとめ 

マニゕ 

「けいおん！」の映画、 
めっちゃよかったよ！ 

先行試写会後… 

情
報 

フゔン 

お、まじで？ 
見よう見よう！ 

実務的含意 
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問題意識 既存研究レビュー 仮説の提唱 実証分析 考察 まとめ 

その１ 
 

異なる採用者カテゴリー間での社会的相互作用がホビー製品購買意図に
及ぼす影響の度合いを比較する！ 

その２ 

 

正の感情および負の感情の性質を解明する！ 

今後の研究課題 
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独立変数（潜在変数） 観測変数（質問項目） α係数 SCR AVE 

ホビー製品に対する態度 
X1〆その製品は好ましい。 
X2〆その製品は無駄である。 
X3〆その製品が好きである。 

0.73 0.85 0.65 

ホビー製品購買意図 
X4〆その製品を購買するだろう。 
X5〆その製品を購買する可能性が高い。 
X6〆その製品を購買することを検討するだろう。 

0.77 0.92 0.70 

「オタク」による主観的規範 
X7〆Aさんは、あなたがその製品を購買することを良いことだと考えている。 
X8〆Aさんは、あなたがその製品を購買すべきでないと考えている。 
X9〆Aさんは、あなたがその製品を購買すべきだと考えている。 

0.87 0.97 0.79 

「マニゕ」による主観的規範 
X10〆Bさんは、あなたがその製品を購買することを良いことだと考えている。 
X11〆Bさんは、あなたがその製品を購買すべきでないと考えている。 
X12〆Bさんは、あなたがその製品を購買すべきだと考えている。 

0.95 0.91 0.92 

「フゔン」による主観的規範 
X13〆Cさんは、あなたがその製品を購買することを良いことだと考えている。 
X14〆Cさんは、あなたがその製品を購買すべきでないと考えている。 
X15〆Cさんは、あなたがその製品を購買すべきだと考えている。 

0.85 0.89 0.76 

「ちょいオタ」による主観的規範 
X16〆Dさんは、あなたがその製品を購買することを良いことだと考えている。 
X17〆Dさんは、あなたがその製品を購買すべきでないと考えている。 
X18〆Dさんは、あなたがその製品を購買すべきだと考えている。 

0.82 0.91 0.74 

「非採用多数派」による主観的規範 
X19〆Eさんは、あなたがその製品を購買することを良いことだと考えている。 
X20〆Eさんは、あなたがその製品を購買すべきでないと考えている。 
X21〆Eさんは、あなたがその製品を購買すべきだと考えている。 

0.86 0.87 0.78 

※基準値…α係数〆0.70、SCR〆0.60、AVE〆0.50 
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独立変数（潜在変数） 観測変数（質問項目） α係数 SCR AVE 

ホビー製品に対する態度 
X1〆その製品は好ましい。 
X2〆その製品は無駄である。 
X3〆その製品が好きである。 

0.68 0.82 0.63 

ホビー製品購買意図 
X4〆その製品を購買するだろう。 
X5〆その製品を購買する可能性が高い。 
X6〆その製品を購買することを検討するだろう。 

0.85 0.93 0.77 

「オタク」による主観的規範 
X7〆Aさんは、あなたがその製品を購買することを良いことだと考えている。 
X8〆Aさんは、あなたがその製品を購買すべきでないと考えている。 
X9〆Aさんは、あなたがその製品を購買すべきだと考えている。 

0.89 0.86 0.93 

「マニゕ」による主観的規範 
X10〆Bさんは、あなたがその製品を購買することを良いことだと考えている。 
X11〆Bさんは、あなたがその製品を購買すべきでないと考えている。 
X12〆Bさんは、あなたがその製品を購買すべきだと考えている。 

0.74 0.85 0.86 

「フゔン」による主観的規範 
X13〆Cさんは、あなたがその製品を購買することを良いことだと考えている。 
X14〆Cさんは、あなたがその製品を購買すべきでないと考えている。 
X15〆Cさんは、あなたがその製品を購買すべきだと考えている。 

0.73 0.87 0.85 

「ちょいオタ」による主観的規範 
X16〆Dさんは、あなたがその製品を購買することを良いことだと考えている。 
X17〆Dさんは、あなたがその製品を購買すべきでないと考えている。 
X18〆Dさんは、あなたがその製品を購買すべきだと考えている。 

0.78 0.89 0.87 

「非採用多数派」による主観的規範 
X19〆Eさんは、あなたがその製品を購買することを良いことだと考えている。 
X20〆Eさんは、あなたがその製品を購買すべきでないと考えている。 
X21〆Eさんは、あなたがその製品を購買すべきだと考えている。 

0.81 0.91 0.89 

※基準値…α係数〆0.70、SCR〆0.60、AVE〆0.50 



小野晃典研究会 

補足３:観測変数と信頼性々妥当性（フゔン） 

問題意識 既存研究レビュー 仮説の提唱 実証分析 考察 まとめ 

67 

独立変数（潜在変数） 観測変数（質問項目） α係数 SCR AVE 

ホビー製品に対する態度 
X1〆その製品は好ましい。 
X2〆その製品は無駄である。 
X3〆その製品が好きである。 

0.76 0.86 0.68 

ホビー製品購買意図 
X4〆その製品を購買するだろう。 
X5〆その製品を購買する可能性が高い。 
X6〆その製品を購買することを検討するだろう。 

0.83 0.93 0.75 

「オタク」による主観的規範 
X7〆Aさんは、あなたがその製品を購買することを良いことだと考えている。 
X8〆Aさんは、あなたがその製品を購買すべきでないと考えている。 
X9〆Aさんは、あなたがその製品を購買すべきだと考えている。 

0.88 0.90 0.80 

「マニゕ」による主観的規範 
X10〆Bさんは、あなたがその製品を購買することを良いことだと考えている。 
X11〆Bさんは、あなたがその製品を購買すべきでないと考えている。 
X12〆Bさんは、あなたがその製品を購買すべきだと考えている。 

0.84 0.84 0.76 

「フゔン」による主観的規範 
X13〆Cさんは、あなたがその製品を購買することを良いことだと考えている。 
X14〆Cさんは、あなたがその製品を購買すべきでないと考えている。 
X15〆Cさんは、あなたがその製品を購買すべきだと考えている。 

0.70 0.90 0.64 

「ちょいオタ」による主観的規範 
X16〆Dさんは、あなたがその製品を購買することを良いことだと考えている。 
X17〆Dさんは、あなたがその製品を購買すべきでないと考えている。 
X18〆Dさんは、あなたがその製品を購買すべきだと考えている。 

0.81 0.91 0.73 

「非採用多数派」による主観的規範 
X19〆Eさんは、あなたがその製品を購買することを良いことだと考えている。 
X20〆Eさんは、あなたがその製品を購買すべきでないと考えている。 
X21〆Eさんは、あなたがその製品を購買すべきだと考えている。 

0.86 0.90 0.78 

※基準値…α係数〆0.70、SCR〆0.60、AVE〆0.50 
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独立変数（潜在変数） 観測変数（質問項目） α係数 SCR AVE 

ホビー製品に対する態度 
X1〆その製品は好ましい。 
X2〆その製品は無駄である。 
X3〆その製品が好きである。 

0.67 0.82 0.61 

ホビー製品購買意図 
X4〆その製品を購買するだろう。 
X5〆その製品を購買する可能性が高い。 
X6〆その製品を購買することを検討するだろう。 

0.90 0.93 0.83 

「オタク」による主観的規範 
X7〆Aさんは、あなたがその製品を購買することを良いことだと考えている。 
X8〆Aさんは、あなたがその製品を購買すべきでないと考えている。 
X9〆Aさんは、あなたがその製品を購買すべきだと考えている。 

0.89 0.92 0.82 

「マニゕ」による主観的規範 
X10〆Bさんは、あなたがその製品を購買することを良いことだと考えている。 
X11〆Bさんは、あなたがその製品を購買すべきでないと考えている。 
X12〆Bさんは、あなたがその製品を購買すべきだと考えている。 

0.88 0.89 0.80 

「フゔン」による主観的規範 
X13〆Cさんは、あなたがその製品を購買することを良いことだと考えている。 
X14〆Cさんは、あなたがその製品を購買すべきでないと考えている。 
X15〆Cさんは、あなたがその製品を購買すべきだと考えている。 

0.82 0.91 0.74 

「ちょいオタ」による主観的規範 
X16〆Dさんは、あなたがその製品を購買することを良いことだと考えている。 
X17〆Dさんは、あなたがその製品を購買すべきでないと考えている。 
X18〆Dさんは、あなたがその製品を購買すべきだと考えている。 

0.85 0.86 0.78 

「非採用多数派」による主観的規範 
X19〆Eさんは、あなたがその製品を購買することを良いことだと考えている。 
X20〆Eさんは、あなたがその製品を購買すべきでないと考えている。 
X21〆Eさんは、あなたがその製品を購買すべきだと考えている。 

0.75 0.94 0.67 

※基準値…α係数〆0.70、SCR〆0.60、AVE〆0.50 


